平成２３年度　政務調査費　先進都市調査報告書
	会派名
	新緑会　　（元風会と合同調査）

	議員名
	羽立秀光、早坂博

	調査実施年月日
	平成２３年１０月２６日（水）　１４：３０～

	調査先　自治体名等
	熊本県合志市　政策部企画課

	調査項目
	· 「地域公共交通」について

　（乗合タクシー、コミュニティーバス）

	調査目的
	· 「地域公共交通」について

本市が現在検討している「コミュニティバス事業」の計画策定・実証実験等の先進事例を調査。

	報告内容

実施したこと
	１　視察先（市町村）の概要

　人口：５６，２４０人（Ｈ２３．９．３０現在）　行政面積：５３．１７ｋ㎡
２　視察内容

· 「地域公共交通」について

合志市の現状として、合併により路線バス・鉄道・循環バスが市内を運行しているが、その多くは市南部の住宅であり公共交通空白地域をカバーするために民間委託している循環バスも財政負担の問題がある。このままでは、公共交通サービスの空白遅滞が生じ、市民生活における地域格差が増大する恐れがあるため、早期の取組みが必要。

課題解決のため、平成２１年から平成２７年度（平成２３年度初期段階実証実験、平成２７年まで計画実施機関）として以下の取組みを実施・実施予定との事であります。

1． 市民の移動手段の確保

（1） 乗り合いタクシーの実証実験運行

（2） バス網の総合的再編のための実証実験運行

（3） 行事別乗り合いタクシーの実証実験運行

（4） 通勤・通学時間帯のバスの実証実験運行

2． 交通渋滞の緩和

（1） パーク＆ライドの実証実験

（2） 企業通勤バスの共同運行実験と職場モビリティ・マネジメントの実施

3． 安心・安全で質の高い運送サービスの提供

（1） 合志市版「公共交通統合時刻表・統合ルート図」の作成

（2） 公共交通「お出かけコンセルジュ（仮称）」の育成

4． 多様な主体の参加と連携

（1） 多様な主体の参加と連携

（2） 県及び近隣自治体との連携・共同

	感想（まとめ）

本市へ生かせること等
	· 「地域公共交通」について
「コミュニティ事業」を検討している本市にとってこの先進地視察は有意義なものであった。特に、合志市が実証実験を行っている事項に本氏も取組みを行おうとしている手段であるからである。

「乗り合いタクシー」については、予約制とバス停留所の結節運行であるため乗り継ぎへの抵抗感がある。タクシーは、贅沢だという意識があり、直接目的地へいきたいという観念があり、ほとんど利用されていない。

「コミュニティバス」は、利用者一人当たりの運行経費負担が莫大で、財政負担が大きすぎる。本氏も相当な財政支出が必要な事業であると思う。

合志市は、新規車両を購入し、コミュニティバスを続けていくとの事であります。１００円の均一料金に対して５００円の経費がかかる事業は非現実的だと思います。また、乗り合いタクシーも利用者数も複数であり、バス停までの運行であるので冬対策が必要な本市においては、いささかハードルが高いような取組みでありました。買い物難民対策であれば、地域住民の協力を得られる環境づくりに特化すべきであると感じました。


